
 ふふれあい大地の創造れあい大地の創造四季彩のまち四季彩のまち　ＫＫａａｍｍｉｉｆｆｕｕｒｒａａｎｎoo

99
20112011 NO.NO.628628

こうほうこうほう

町議会議員14名決定選挙

東日本大震災への町の取り組み災害

図書館まつり開催学習

ごみの分別できていますか？環境

子宮がん・乳がん同時検診実施健康

題名『花壇棚 』 ～ 中谷秀雄さん（富町２丁目）の作品
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富
良
野
町
議
会
議
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人
決
定
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任
期
は
平
成

年
8
月

日
か
ら
平
成

年
8
月

日
ま
で

23

25

27

24

上富良野町議会議員選挙結果（敬称略）

党派年齢候補者名得票数当・落

無所属66一色　美秀730当選

自由民主党73村上　和子729当選

無所属59今村　辰義711当選

無所属42金子　益三696当選

日本共産党58米澤　義英695当選

無所属70岩 　治男566当選

無所属54佐川　典子458当選

無所属60西村　昭教389当選

無所属46岡本　康裕386当選

無所属66谷　　　忠349当選

無所属63長谷川徳行309当選

無所属73中村　有秀242当選

無所属48徳武　良弘177当選

無所属80小野　　忠154当選

無所属83清水　茂雄83落選

◎
議
長
と
副
議
長

　

議
長
と
副
議
長
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

8
月　

日（
月
）に
、
臨
時
町
議
会
が
開
会

29

さ
れ
、
次
の
と
お
り
議
長
と
副
議
長
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

今回（平成23年8月14日）の上富良野町議会議員選挙投票結果

投票率期日前の投票者数投票者数選挙当日の有権者区分

73.47 ％※ 1,276 人3,511 人4,779 人男

68.93 ％※ 1,044 人3,248 人4,712 人女

71.21 ％※ 2,320 人6,759 人9,491 人計

※投票者数と投票率の数値は、期日前の投票者数を含んだ数値です。

前回（平成19年8月19日）の上富良野町議会議員選挙投票結果

投票率期日前の投票者数投票者数選挙当日の有権者区分

83.48 ％※ 1,189 人4,180 人5,007 人男

82.51 ％※   998 人4,006 人4,855 人女

83.01 ％※ 2,187 人8,186 人9,862 人計

※投票者数と投票率の数値は、期日前の投票者数を含んだ数値です。

� 4年前

　問合せ
　上富良野町議会議員選挙に関する問合せは、
　上富良野町選挙管理委員会��6400までご連絡ください。

 　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
選
挙
が
8
月　

日
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
し
い
町
議
会
議

14

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

投
票
状
況
と
選
挙
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
町
議
会
の
し
く
み
と
構
成

▼
町
議
会
の
は
た
ら
き

　

町
議
会
で
は
、
町
民
の
意
思
を
反
映
し
た

行
政
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
監
視
す
る
ほ

か
、
町
民
全
体
の
代
表
と
し
て
、
よ
り
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
予
算
、
決
算
、

し
ご
と
の
方
針
を
審
議
し
、
決
定
す
る
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
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総務産建常任委員長

 今 村  
いまむら

 辰 義  �
たつよし

▼
本
会
議（
定
例
会
・
臨
時
会
）

　

議
会
は
、
3
月
、
6
月
、
9
月
、　

月
の

１２

年
4
回
の
定
例
会
と
、
必
要
に
応
じ
て
開
催

さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
、
町
長
は
こ
こ
で
議

決
を
受
け
、
協
議
を
重
ね
て
具
体
的
に
し
ご

と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
委
員
会

　

そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
な
ど
を
よ
り
専
門
的
、

効
率
的
に
調
査
、
審
議
す
る
た
め
、
総
務
産

建
常
任
委
員
会
と
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
は
少
な
く
と
も
１
つ
の
常
任
委
員
会

に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
重
要
な
案
件
を
審
議
す
る
場

合
に
は
特
別
委
員
会
を
設
け
、
審
議
を
し
ま

す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会
の
会
期
、

日
程
、
議
案
の
取
扱
い
な
ど
を
協
議
し
ま

す
。

◎
問
合
せ

　

上
富
良
野
町
議
会
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
、
議
会
事
務
局�
�
6
9
9
2
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
町
議
会
で
の
審
議
や
各
活
動
な
ど
は
、

「
議
会
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総務産建常任副委員長

 岡 本  
おかもと

 康 裕  �
やすひろ

厚生文教常任委員長

 佐 川  
さ が わ

 典 子  �
の り こ

厚生文教常任副委員長

 岩 �  
いわさき

 治 男  �
は る お

総務産建常任委員

小 野       
お の

 忠  �
ただし

総務産建常任委員

 村 上  
むらかみ

 和 子  �
か ず こ

厚生文教常任委員

 金 子  
か ね こ

 益 三  �
ますぞう

厚生文教常任委員

 徳 武  良 弘
とくたけ

      �
よしひろ

厚生文教常任委員

 一 色  美 秀
いっしき

      �
よしひで

厚生文教常任委員

 中 村  有 秀
なかむら

      �
ありひで

総務産建常任委員

 谷         
たに

 忠  �
ただし

総務産建常任委員

 米 澤  義 英
よねざわ

      �
よしひで

副議長

 長谷川  
は せ が わ

 徳 行  �
のりゆき

議 長

西 村      
にしむら

 昭 教  �
あきのり

�
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　

構
成
は
、
議
長
を
含
め
7
人

�
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

構
成
は
、
副
議
長
を
含
め
7
人

�
議
会
運
営
委
員
会（
6
人
）

　

金
子
益
三（
委
員
長
）

　

村
上
和
子（
副
委
員
長
）

　

佐
川
典
子
、
米
澤
義
英

　

中
村
有
秀
、
今
村
辰
義

�
議
会
広
報
特
別
委
員
会（
６
人
）

　

米
澤
義
英（
委
員
長
）

　

村
上
和
子（
副
委
員
長
）

　

徳
武
良
弘
、
岩 

治
男

　

一
色
美
秀
、
岡
本
康
裕

※
敬
称
略
、
順
不
同
、
数
字
は
当

選
回
数
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東日本大震災被害状況（平成23年8月30日現在）

仮設住宅必要戸数
52,348戸

がれき推計量
2,320万ｔ

死者・行方不明者
20,214人

7,296戸
①宮城県
　石巻市

616万

ｔ
①宮城県
　石巻市

3,953人①宮城県
　石巻市

3,451戸
②宮城県
　気仙沼市

166万

ｔ
②宮城県
　東松島市

2,057人
②岩手県
　陸前高田市

3,164戸
③岩手県
　釜石市

137万

ｔ
③宮城県
　気仙沼市

1,408人
③岩手県
　大槌町　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
支
援
す
る
た
め
に

宮
城
県
石
巻
市
へ
職
員
派
遣

�
職
員
派
遣
の
経
緯

　

上
富
良
野
町
は
、
活
火
山
十
勝
岳
を
か
か

え
て
お
り
、
大
正　

年
に
は
大
き
な
被
害
を

15

受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
悲
惨
な
現
状
を

テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
で
目
に
し
、
大
き
く
被

害
を
受
け
た
宮
城
県
石
巻
市
に
災
害
支
援
の

た
め
、
同
じ
自
然
災
害
を
受
け
た
町
と
し
て

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

�
派
遣
期
間
・
人
数

　

５
月
7
日
〜
８
月　

日
ま
で
の
間
、
延
べ

14

　

人
の
町
職
員
が
、
２
週
間
ず
つ
７
班
に
分

18か
れ
、
石
巻
市
役
所
の
業
務
を
支
援
し
ま
し

た
。

町
で
は
、
３
月

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
行
っ
た

１１

義
援
金
・
義
援
物
資
の
支
援
や
町
職
員
の
派
遣
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

�
石
巻
市
の
被
災
状
況

　

宮
城
県
石
巻
市
は
、
次
の
表
に
あ
る
よ
う

に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

が
れ
き
の
量
は
、
石
巻
市
が
排
出
す
る
ご

み
の
量
の　

年
分
に
相
当
し
ま
す
。

106

　

現
在
、
仮
設
住
宅
は
8
割
以
上
が
完
成

し
、
仮
設
住
宅
へ
入
居
を
希
望
す
る
世
帯
の

６
割
以
上
が
入
居
し
ま
し
た
。

　

今
月
中
に
は
、
全
て
入
居
で
き
る
準
備
が

整
い
ま
す
が
、
利
便
性
の
悪
い
仮
設
住
宅
へ

の
入
居
が
今
後
の
課
題
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

※警察庁、岩手県、宮城県、環境省、国土交通省の各ホームページを参照

　

3
月　

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

11

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
、
お
見
舞
い
申

し
上
げ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。

�
石
巻
市
役
所
建
築
課
の
状
況

　

市
役
所
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
様
々

な
手
続
き
の
た
め
、
大
変
混
雑
し
て
い
ま

す
。
7
月
末
ま
で
休
み
は
な
く
開
庁
し
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
の
部
署
で
夜
も
仕
事
を
し
て

い
る
状
況
で
し
た
。

　

支
援
に
入
っ
た
建
築
課
で
は
、
仮
設
住
宅

の
用
地
確
保
、
入
居
者
抽
選
会
、
当
選
者
へ

の
連
絡
、
入
居
者
へ
の
説
明
会
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
を
申
し
込
ん
で
い
る
１
万
戸
以

上
の
デ
ー
タ
管
理
も
行
っ
て
お
り
、
連
日
、

遅
く
ま
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
２

〜
３
時
間
の
仮

眠
を
と
っ
て
引

き
続
き
勤
務
す

る
日
も
あ
り
過

密
な
勤
務
状
態

で
し
た
。　
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義
援
金
・
義
援
物
資

　

町
で
は
、
義
援
金
や
義
援
物
資
の
支
援
を

町
民
の
皆
様
に
呼
び
か
け
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

�
義
援
金

　

３
月　

日
か
ら
義
援
金
の
受
付
開
始
と
役

１６

場
庁
舎
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
社
会

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
受
け
入
れ

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
自
宅
に
住
め

な
く
な
っ
た
方
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
6
世
帯
が
入
居
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
派
遣
自
衛
隊
員
家
族
の
対
応

　

自
衛
隊
員
の
災
害
派
遣
に
あ
た
り
、
隊
員

や
そ
の
家
族
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
町
や
関
係
機
関
が
支
援
窓
口
を
設
置

し
ま
し
た
。

�
派
遣
職
員
の
業
務
内
容

　

主
に
建
築
課
へ
支
援
に
入
り
、
仮
設
住
宅

の
入
居
者
抽
選
会
や
当
選
者
へ
の
連
絡
・
調

整
、
入
居
説
明
会
、
窓
口
な
ど
で
の
市
民
の

対
応
や
入
居
説
明
会
資
料
の
作
成
、
デ
ー
タ

入
力
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

支
援
職
員
で
最
大
で
６
台
の
災
害
用
携
帯

電
話
を
使
っ
て
、
当
選
者
へ
仮
設
住
宅
の
場

所
や
内
容
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
車
を
失
っ

た
人
も
多
く
、
買
い
物
、
病
院
や
学
校
に
遠

い
な
ど
生
活
に
不
便
な
の
で
入
居
を
見
送
る

と
い
う
連
絡
が
あ
れ
ば
、
補
欠
者
の
方
へ
連

絡
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
１
日
の
抽
選
会

で　

戸
以
上
の
入
居
者
を
決
定
す
る
場
合
も

600
あ
り
ま
す
。
土
・
日
・
祝
日
も
そ
の
対
応
の

た
め
勤
務
し
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
の
抽
選
会
前
日
は
、
抽
選
者
リ

ス
ト
に
あ
る
世
帯
の
申
請
書
を
確
認
す
る
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
毎
回
3
千
〜
4
千
世
帯

の
照
合
を
す
る
の
で
、
明
け
方
ま
で
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

�
支
援
を
終
え
て

　

避
難
所
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
、
食
事
は
単
調
で
、
洗
濯
機
も

な
い
生
活
や
、
親
戚
や
被
災
し
た
住
宅
の
2

階
で
暮
ら
す
な
ど
大
変
不
自
由
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
や
知
人
を

失
っ
た
人
も
多
く
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
限
界
に
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
に
泣

き
な
が
ら
訴
え
る
人
も
い
ま
す
。「
な
ぜ
抽

選
に
当
た
ら
な
い
の
か
」「
抽
選
は
公
平
な
の

か
」「
い
つ
仮
設
住
宅
に
入
れ
る
の
か
」「
市

役
所
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」「
市
役
所
へ

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
」
な
ど
様
々
な
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

現
地
へ
派
遣
さ
れ
た
職
員
の
多
く
が
被
災

現
場
を
見
て
感
じ
た
の
は
、「
な
ぜ
こ
ん
な

に
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

石
巻
市
は
、
被
災
し
た
海
岸
線
の
近
く
に

山
や
高
台
が
あ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
津
波
も

地
震
か
ら
１
時
間
後
に
到
達
し
て
い
ま
す
。

　

窓
口
業
務
の
折
に
「
津
波
情
報
が
あ
っ
て

も
本
当
に
津
波
が
来
る
と
思
わ
な
か
っ
た
」

と
い
う
声
を
聞
い
た
町
職
員
も
い
ま
す
。

　

災
害
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
自
然
災
害
に
つ
い
て
危
機
意
識
を

持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。　

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に
義
援
金
箱
を
設
置
し

ま
し
た
。

◇
義
援
金
合
計
額（
8
月　

日
現
在
）

１８

　

1
千　

万
9
千　

円

83

362

※
現
在
も
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

総
務
課
基
地
調
整
室（
防
災
担
当
）

　
�
�
6
9
8
0

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班（
義
援
金
な
ど
）

　
�
�
6
9
8
7　

そ
の
他
の
派
遣

�
緊
急
援
助
隊
北
海
道
隊
第
2
次
派
遣
隊
と

し
て

　

3
月　

日
〜　

日
ま
で
石
巻
市
に
消
防
本

16

21

部
か
ら
1
人
、
上
富
良
野
消
防
署
か
ら
1
人

を
派
遣
、
救
急
隊
と
し
て
救
急
対
応
に
あ
た

り
ま
し
た
。

�
緊
急
援
助
隊
北
海
道
隊
第　

次
派
遣
隊
と

10

し
て

　

4
月　

日
〜　

日
ま
で
石
巻
市
に
上
富
良

13

19

野
消
防
署
か
ら
、
消
防
タ
ン
ク
車
1
台
と
職

員
2
名
を
派
遣
、
消
防
隊
と
し
て
行
方
不
明

者
の
捜
索
と
火
災
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

�
自
衛
隊
災
害
派
遣
と
し
て

　

3
月
〜
7
月
に
か
け
自
衛
隊
上
富
良
野
駐

屯
地
か
ら
延
べ
約
１
千
人
が
宮
古
市
・
石
巻

市
な
ど
に
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
給
水
、
給

食
な
ど
の
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

◇
石
巻
市
市
民
の
方
か
ら「
上
富
良
野
町
の
自

衛
隊
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
大

変
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。

�
義
援
物
資

　

３
月　

日
〜　

日
ま
で
、
義
援
物
資
を
受

１９

２４

け
付
け
し
、
毛
布
や
タ
オ
ル
、
保
存
食
、
紙

お
む
つ
な
ど
、
お
よ
そ　

ｔ（
段
ボ
ー
ル
箱

1.6

お
よ
そ　

箱
）が
集
ま
り
ま
し
た
。
３
月　

２００

２９

日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も

と
自
衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
積
み
込
み
、
被
災

地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。　
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問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭

教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

町
民
歩
こ
う
会

　

町
民
歩
こ
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日（
月
）　

８
時　

分

１０

１０

３０

※
小
雨
決
行

コ
ー
ス　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
町

内
を
回
り
戻
っ
て
き
ま
す
。

※
歩
行
距
離　

約　
�１５

集
合
場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

昼
食
、
タ
オ
ル
、
飲
物
、
雨
具　

　

カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭
を
開
催
し
ま

す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
パ
レ
ッ
ト
が
楽
し

い
子
ど
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
の

で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月　

日（
土
）　　

時
〜　

時　

分

１７

１１

１４

３０

会
場　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容　

子
ど
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
ク
レ
ー

プ
・
焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
な
ど
の
出
店
、

ス
ー
パ
ー
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会　

そ
の
他　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売（
前
売
り
は
、９

月　

日
〜　

日
）な
ど
、
詳
し
く
は
事
務

１１

１５

局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

カ
ム
カ
ム
し

ち
ゃ
い
な
祭
実

行
委
員
会
事
務

局（
教
育
委
員

会
内
）

　
�
�
５
５
１
１

道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
学
び
た
い
」
皆

さ
ん
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
に
登
録
し
、
各
市
町

村
や
教
育
機
関
が
開
催
す
る
講
座
を
受
講
し

ま
せ
ん
か
。

　

登
録
料
は
無
料
で
す
が
、
受
講
す
る
講
座

に
よ
り
有
料
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
し
た
方
に
は
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
手
帳

と
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
一
覧
表
を
お
渡

し
し
ま
す
。

《
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
》

　

町
は
、
い
し
ず
え
大
学
講
座
を
道
民
カ

レ
ッ
ジ
連
携
講
座
と
し
て
公
開
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
登
録
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
後
期
講
座

▼
生
活
習
慣
病
予
防
〜
血
管
を
守
っ
て
生
き

生
き
健
康
！

　

講
師　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班　

　
　
　
　

杉
原　

直
美　

氏　

　

日
時　
　

月　

日（
金
）

１０

１４

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

▼
落
語
口
演
会

　

講
師　

旭
笑
長
屋
一
門　

　

日
時　
　

月　

日（
金
）

１１

１１

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

▼
今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち

　

講
師　

北
海
道
新
聞
社
富
良
野
支
局　

　
　
　
　

支
局
長　

上
村　

英
生　

氏

　

日
時　
　

月
２
日（
金
）

１２

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

※
会
場
は
い
ず
れ
も
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

天
体
観
望
会

　

天
体
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月
７
日（
金
）　　

時
〜　

時

１０

１９

２０

内
容　

月
・
天
王
星
の
観
望
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
撮
影

参
加
料　
　

円（
保
険
代
、
豚
汁
代
）

３００

申
込
締
切　
　

月
５
日（
水
）

１０

※
参
加
料
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

講
師　

中
西　

靖
男　

氏

場
所　

上
富
良
野
西
小
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
天

文
台

定
員　
　

人
２０

受
講
料　

無
料

持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

申
込
締
切　
　

月
３
日（
月
）

１０

※
悪
天
候
の
場
合
は
、
天
体
映
像
を
鑑
賞

※
中
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。　
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教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

第　

回
総
合
文
化
祭

48

作
品
・
出
演
・
出
店
参
加
者
募
集

　

総
合
文
化
祭（　

月　

日
〜　

月
３
日
）へ

１０

２９

１１

の
出
展
・
出
演
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

▼
町
民
作
品
展

　

趣
味
な
ど
で
作
成
し
て
い
る
作
品
の
出
展

を
募
集
し
ま
す
。

　

展
示
期
間　
　

月　

日（
土
）〜　

月
３
日

１０

２９

１１

　
（
木
）

　

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

　

内
容　

絵
画
・
手
芸
・
書
道
・
写
真
・
陶

　

芸
な
ど（
１
人
１
作
品
）

▼
小
さ
な
音
楽
会

　

日
ご
ろ
の
練
習
・
活
動
の
発
表
の
場
と
し

て
、
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

開
催
日
時　
　

月　

日（
土
）　

時
〜　

時

１０

２９

14

16

　

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

　

対
象　

音
楽
愛
好
者（
個
人
又
は
団
体
・

サ 
ー
ク
ル
・
仲
間
な
ど
）

　

内
容　

楽
器
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど（
演

奏
時
間
は　

分
以
内
）

１０

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

ご
家
庭
で
不
要
の
品
物
を
販
売
し
ま
せ
ん

か
。

　

開
催
日
時　
　

月　

日（
日
）　

時
〜　

時

１０

３０

１０

１５

　

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

　

内
容　

日
用
雑
貨
、
衣
類
な
ど
の
販
売

　

※
加
工
食
品
な
ど
は
禁
止

　

募
集
区
画　
　

区
画（
１
区
画
２
ｍ
×
２
ｍ
）

２０

▼
申
込
方
法　

　

町
民
作
品
展
・
小
さ
な
音
楽
会
は
申
込
書
、

図
書
館
ま
つ
り
開
催
！

　

本
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に
「
図
書
館
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日（
土
）〜　

日（
日
）

１０

１５

16

　
　
　
　

時
〜　

時　
　

10

17

場
所　

公
民
館
大
ホ
ー
ル
他

内
容
と
期
日　

▼
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

…　
　

・　

日

15

16

　

町
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。　

▼
古
本
市　

…　
　

日　
15

　

図
書
館
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
本
や
寄
付

さ
れ
た
本
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。　

▼
え
ほ
ん
の
ど
う
ぶ
つ
え
ん
・
し
か
け
絵
本

展
示　
　

…　
　

・　

日　

１５

１６

　

道
立
図
書
館
及
び
上
富
良
野
町
図
書
館
所

蔵
の
え
ほ
ん
を
展
示
し
ま
す
。

▼
映
画
会　

…　
　

・　

日　
　
　
　
　
　

15

16

　

子
ど
も
向
け
の
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

▼
折
り
紙
工
作　

…　
　

日　
１５

　

親
子
で
楽
し
め
る
折
り
紙
を
作
り
ま
す
。

▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

…　
　

・　

日　

15

16

　

図
書
ま
つ
り
の
各
種
事
業
に
参
加
し
方
に

ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま
す
。
全
て
ス
タ
ン
プ

が
そ
ろ
っ
た
方
に
は

参
加
賞
が
あ
り
ま

す
。

問
合
せ

　

図
書
館
ふ
れ
ん
ど

　
�
�
３
１
５
８

　

ほ
っ
か
い
ど
う
学
と
は
、
北
海
道
に
つ
い

て
、
現
在
を
見
つ
め
、
過
去
を
知
り
、
未
来

の
あ
り
方
を
考
え
る
協
働
の
学
び
で
す
。

　

こ
の
学
習
に
よ
っ
て
道
民
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、
学
ん
だ
知
識
と

能
力
を
生
か
し
て
北
海
道
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
に
参
加
す
る
学
習
で
す
。

期
日　
　

月　

日（
日
）　

１０

30

場
所　

上
川
総
合
振
興
局（
旭
川
市
）

部
門　

・
歴
史
・
文
化　

入
門　

問
・
上
級　

問

５０

１００

・
自
然
環
境　
　

入
門　

問
・
上
級　

問

５０

１００

ほ
っ
か
い
ど
う
学
検
定

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

申
込
締
切　
　

月　

日（
金
）

１０

１４

　

※
搬
入
・
搬
出
な
ど
の
日
程
は
、
申
込
み

時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
出
場

《
陸
上
競
技
》

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
に

４２

出
場
し
ま
し
た
。　

期
日　

７
月　

日
〜　

日

２７

２９

会
場　

厚
別
公
園
競
技
場（
札
幌
市
厚
別
区
）

▼
上
中
３
年
生

　

長
谷
川
大
也（
男
子
４
×　

ｍ
リ
レ
ー
）

１００

　

新
関　

友
基（
男
子
１
千　

ｍ
・
男
子
３

５００

　
　

千
ｍ
）　

※
３
千
ｍ
６
位

　

井
口　

鉄
雄（
男
子
砲
丸
投
）

　

天
野　

小
春（
女
子　

ｍ
・　

ｍ
）

１００

２００

　

増
田　

梨
沙（
女
子
砲
丸
投
）

▼
上
中
２
年
生

　

十
鳥
夏
生
人（
男
子
４
×　

ｍ
リ
レ
ー
）

１００

　

垣
副　

大
地（
男
子
４
×　

ｍ
リ
レ
ー
）

１００

　

垣
副　

翔
太（
男
子
４
×　

ｍ
リ
レ
ー
）

１００

　

菅
野　

杏
華（
女
子　

ｍ
・
女
子
１
千　

ｍ
）

８００

５００

　

宇
谷　

奈
（々
女
子
四
種
競
技
）　

検
定
料　

・
一
般　

入
門
２
千　

円
、
上
級
３
千
円

５００

・
高
校
生
以
下　
　

入
門
、
上
級
１
千
円

申
込
締
切　

９
月　

日（
金
）

３０
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最
近
、
可
燃
ご
み
の
中
に
不
燃
物
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
が
多
く
混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ご
み
袋
は
、
分
別
が
で
き
て
い
な
い
た

め
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

焼
却
に
適
さ
な
い
不
燃
物
を
焼
却
炉
に
入

れ
る
と
、
焼
却
灰
が
固
ま
り
炉
内
に
付
着
し

た
り
、
焼
却
中
に
爆
発
す
る
な
ど
、
焼
却
炉

を
傷
め
る
原
因
と
な
り
寿
命
を
短
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
町
内
会
が
設

置
・
管
理
し
て
い
ま
す
。
ご
み
を
出
す
と
き

は
、
収
集
さ
れ
な
い
ご
み
が
な
い
よ
う
に
、

「
ご
み
分
別
手
引
き（
平
成　

年
１
月
保
存

21

版
）」・「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
参
考
に

分
別
や
ル
ー
ル
を
守
り
、
み
ん
な
で
気
持
ち

よ
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

�
一
般
ご
み（
燃
え
る
ご
み
）に
混
入
し
て
い

た
不
燃
物
な
ど
の
例　

�
「
プ
ラ
」
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
な
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
混
入
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

※
「
プ
ラ
」
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
袋
・
容

器
・
ト
レ
イ
で
、
汚
れ
て
い
な
い
も
の
が

対
象
で
す
。

は
正
し
く
で
き
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
分
別
は
、
正
し
く
で
き
て
い
ま
す
か

ご
み
を
分
別
す
る
前
に
、
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

�
未
使
用
の
花
火
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
使

用
済
み
の
花
火
は
可
燃
ご
み
で
す
。

�
す
す
げ
ば
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
で
出
せ
る
容

器
が
多
く
混
入
し
て
い
ま
す
。「
プ
ラ
」マ

ー
ク
の
つ
い
て
い
る
洗
剤
や
入
浴
剤
な
ど

の
容
器
は
、
す
す
い
で
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、

使
い
き
っ
た
後
、
穴
を
開
け
て
、
空
き
缶

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い（
施
設
の
火
災
防

止
の
た
め
）。　

�
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
中
身
を
出
し
切
っ
て
、

必
ず
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い（
収
集
車
や

処
理
施
設
の
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
）。

�
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、
ガ
ス
を
出
し

切
っ
て
か
ら
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

�
刃
物
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
製
品
は
、
新
聞
紙

な
ど
に
包
ん
で
か
ら
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ

い（
収
集
の
際
に
危
険
で
す
）。　　

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
6
9
8
5　

　

最
近
行
な
っ
た
ご
み
の
調
査
か
ら
、
次
の

点
に
つ
い
て
注
意
し
て
ご
み
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。　

不
燃
ご
み（
燃
え
な
い
ご
み
）

空
き
缶

一
般
ご
み（
燃
え
る
ご
み
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

・バケツ　・懐中電灯
・サンダル・缶
・懐中電灯の中の電池

・スプレー缶
・カセットボンベ

�
バ
ケ
ツ
・
懐
中
電
灯
・
サ
ン
ダ
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 �
【
不
燃
ゴ
ミ
】

�
懐
中
電
灯
の
中
の
電
池 �
【
電
池
】　

�
缶　
　
　
　
　
　
　
　
 �
【
空
き
缶
】

�
ス
プ
レ
ー
缶　

　

使
い
き
り
穴
を
開
け
て �
【
不
燃
ゴ
ミ
】

�
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

　

使
い
き
り
穴
を
開
け
て �
【
空
き
缶
】　

�
乳
酸
飲
料
の
ア
ル
ミ
製
の
ふ
た
の
取
り
忘

れ
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
最
近
カ
ッ
プ
麺
の
容
器
を
プ
ラ
か
ら
紙
に

変
え
て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。
表

示
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
基
準
に
合
わ
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

場
合
は
、「
注
意
シ
ー
ル（
赤
色
）」
が
貼
っ

て
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
シ
ー
ル
の
チ
ェ

ツ
ク
内
容
を
確
認
し
、
再
分
別
の
う
え
出

し
て
く
だ
さ
い（
シ
ー
ル
は
、
は
が
し
て

く
だ
さ
い
）。　

�
ス
ト
ロ
ー
、
ス
プ
ー
ン
、
ひ
も
、
バ
ン
ド
、

弁
当
の
バ
ラ
ン
な
ど　
�
【
一
般
ご
み
】

不燃不燃 一般一般缶缶

ごご
みみ

分分
別別

の

�
処
理
手
数
料
の
表
示
の
な
い
古
い
ご
み
袋

を
使
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
ご
確
認
く

だ
さ
い
。　
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上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す

す
め
る
会
が
主
催
す
る
第　

回
な
か
よ

17

し
サ
ミ
ッ
ト
が
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
、
高
校
か
ら

児
童
生
徒　

人
が
参
加
し
「
い
の
ち
」

34

に
関
す
る
各
学
校
の
実
践
発
表
と
、
グ

ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
は
、
植
物
、
キ
ャ
ッ

プ
・
リ
ン
グ
プ
ル
、
交
通
安
全
の
三
つ

の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
話
し
合
わ
れ
、
参

加
者
は
、
真
剣
な
表
情
で
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
と
め
で
は
、
各
学
校
と
全
町
が
そ

れ
ぞ
れ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。　

8／29

な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト

三
つ
の
テ
ー
マ
考
え
る

　

西
児
童
館
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
小
学

生　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

38

　

更
正
保
護
女
性
会
４
人
と
青
少
年
団

体
協
議
会
２
人
が
支
援
し
、
工
作
や
ゲ

ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

工
作
で
は
、
紙
コ
ッ
プ
を
二
つ
つ
な

い
だ
け
ん
玉
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
紙
コ
ッ
プ
に
色
と
り
ど
り
の

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
飾
り
つ
け
を
し

て
、
自
分
で
作
っ
た
紙
コ
ッ
プ
の
け
ん

玉
に
満
足
し
遊
ん
で
い
ま
し
た
。　

　

工
作
後
は
、
ダ
ー
ツ
や
輪
投
げ
、
ス

マ
ー
ト
ボ
ー
ル
す
く
い
、
く
じ
引
き
な

ど
の
ゲ
ー
ム
と
焼
き
そ
ば
、
綿
あ
め
な

ど
の
食
べ
物
で
お
祭
り
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

8／27

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

西
児
童
館
祭
り

8／10

上
手
に
打
て
る
か
な
？

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
交
流

　

第　

回
世
代
間
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

27

大
会
が
上
富
良
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で

開
催
さ
れ
、　

チ
ー
ム　

人
が
参
加
し

10

53

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通

じ
世
代
間
の
交
流
と
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
チ
ー
ム
に
小

学
生
の
子
ど
も
が
入
り
、
高
齢
者
と
一

緒
に
4
ゲ
ー
ム
プ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
競
技
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
コ
ー
ト
で
同
じ
チ

ー
ム
の
高
齢
者
に
、
打
ち
方
や
コ
ー
ス

な
ど
丁
寧
な
指
導
を
受
け
、
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
�
1
位
…
東
中
Ａ　
�
2
位
…
旭
新

　
�
3
位
…
日
の
出
Ｂ

　

劇
団
風
の
子
北
海
道
に
よ
る
児
童
劇

が
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
東
児
童
館
事
業
と
し
て
開
催

さ
れ
、
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

や
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
な
ど
、
お

よ
そ　

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

１００

　

厚
生
省
中
央
児
童
福
祉
審
議
会
等
推

薦
作
品
の
「
山
を
越
え　

川
を
越
え
」

が
上
演
さ
れ
た
ほ
か
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

使
っ
た
遊
び
や
、
新
聞
紙
を
使
っ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
新
聞
紙
を

使
っ
た
表
現
遊
び
を
行
い
、
参
加
し
た

幼
児
や
児
童
は
、
夢
中
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

8／6

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

児
童
劇
を
開
催
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国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
は
こ
ん
な
手
続
き
を

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

配
偶
者
の
退
職（
失
業
）で
第
三
号
被

保
険
者
の
資
格
を
失
っ
た
と
き
は

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
の
加
入
者
）の
被
扶
養
配
偶
者

は
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
配
偶
者

が
退
職（
失
業
）し
た
と
き
は
、
夫
婦

と
も
に
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
に
な
る
た
め
、
役
場
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。

※
第
一
号
被
保
険
者
は
、
原
則
、　
20

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
す
。

60

�
前
納
の
お
勧
め

　

国
民
年
金
に
は
、
1
年
分
又
は
６

か
月
分
な
ど
保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前

納
す
る
と
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。

※
納
付
書
で
の
前
納
と
口
座
振
替
の

前
納
で
は
割
引
額
が
違
い
ま
す
。

�
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
免

除
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請
者

本
人
は
も
ち
ろ
ん
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
が
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
配
偶
者
が
免
除
申
請
す

る
年
度
又
は
そ
の
前
年
度
に
退
職
し

た
場
合
は
特
例
免
除
と
い
っ
て
、
退

職
し
た
配
偶
者
本
人
の
所
得
の
状
況

は
除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
申
請
に
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
又
は
離
職
票
が
必
要
で
す
。

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と

①
免
除
期
間
は
受
給
資
格
期
間
の　
25

年
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

②
免
除
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
2

分
の
1
の
年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま

す
。

③
障
が
い
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事

故
が
発
生
し
た
と
き
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取

れ
る
場
合
の
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　
　

　

旭
川
年
金
事
務
所

　
�
0
1
6
6�
1
6
1
1

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
6
9
8
5

日土金木水火月

一般利用

一般利用９時

頑張る
ダイエット
（4０分）

脚力の
すすめ
（40分）

頑張る
ダイエット
（4０分）

パワー
筋トレ
（４０分）

頑張る
ダイエット
（4０分）

アクア
ビクス
（４5分）

１０時～

一般利用（教室終了後２０分間 流水タイム）１１時～１４時

一般利用
燃焼
ウォーク
（４０分）

脚力の
すすめ
（40分）

かんたん
アクア
（４０分）

スリム
ウォーク
（４０分）

ルンルン
ステップ
（４０分）

１４時～

一般利用（教室終了後２０分間 流水タイム）  ※土・日曜日は１５時～１５時２０分１５時～１９時

一般利用

脚力の
すすめ
（40分）

アクア
ビクス
（45分）

燃焼
ウォーク
（４０分）

スリム
ウォーク
（４０分）

メンズ
エクサ
（４０分）

パワー
筋トレ
（４０分）

１９時～

一般利用（教室終了後２０分間 流水タイム）　　　～２０時３０分

＊「流水タイム」は、時間内でフローマシンを利用できます。
＊開催時は１コース使用しますのでご了承ください。（日曜日は１５時のみ）
＊初めてプールに入る方は個別に対応しますので、プールスタッフに声をおかけください。

か
み
ん
プ
ー
ル

プ
ー
ル
教
室

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

左
表
の
と
お
り
、　

月
１
日
か
ら

１０

　

月　

日
ま
で
の
プ
ー
ル
教
室
ス
ケ

１２

30

ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

か
み
ん
プ
ー
ル
・
浴
室
休
止

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

次
の
期
間
、
清
掃
・
点
検
の
た
め

プ
ー
ル
・
浴
室
を
休
止
し
ま
す
。

休
止
期
間

　
　

月
３
日（
月
）〜
６
日（
木
）

１０

かみんプール教室スケジュール 【10月1日～12月30日】

が
ん
検
診

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
同
時
検
診

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
６
９
８
7

会場 料金対象日程種類

保健福祉
総合セン
ター

頸部
69歳以下　1,700円
70歳以上　   850円
体部
69歳以下　1,000円
70歳以上　　500円

20歳以上
（女性）

10月14日（金）
8時45分～9時15分
10時30分～10時45

分
12時45分～13時
13時45分～14時

子宮がん
検診

旭川がん
検診セン
ター

69歳以下　3,700円

70歳以上　1,850円

子宮がん
20歳以上の女性
乳がん
40歳以上の女性

10月31日（月）
7時10分

かみん前からバスで
送迎

子宮がん
乳がん
同時検診

※１０月１４日（金）の乳がん検診は定員に達しました。

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
同
時
検
診
を

実
施
し
ま
す
。

�
　

歳
以
上
は
、
昭
和　

年
４
月
１

７０

１７

日
以
前
生
ま
れ
の
方
で
す
。

�
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
２
年

に
一
度
受
診
に
な
り
ま
す
。
昨
年

度
受
診
し
た
方（
今
年
度
の
ク
ー

ポ
ン
対
象
者
を
除
く
）が
受
診
す

る
場
合
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

�
「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
の
対
象

と
な
る
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
方

へ
は
、
す
で
に
「
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
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炭 田     
す み た

   高 春  さん
たかはる

　先月号の水谷さんからめぐって、炭田さんにお
逢いしました。
『水谷さんとは、誕生したときから島津に住み、共
に両親の農業を継いでいます。水谷さんに誘われ
入会した営農同志会では、農業改良普及センター
が事務局となり、普及所や農協などの方と話がで
き勉強になりました。昔は、稲作の一番の苦労は
手作業の草取りでした。農薬での除草試験、肥料、
新品種、その他構造改善事業、視察研修などご指導
していただきました。昨年11月に同志会創立50周
年を迎え、お世話になった皆さんと記念式を実施
し祝いました。自分もよく続いたと同志・努力・友
愛に感謝します。毎年家族の行事となっているの
が家族全員が集まる一泊旅行です。私が還暦を迎
えたのを機に始まり、札幌市や旭川市に住んでい
る子どもや孫など総勢15人が、一人も欠けること
なく毎年集まり楽しんでいます。』

昭和10年生まれ
東1線北23号

わが家の
ア�イ�ド�ル

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

�賢一郎さん・怜子さんの子�

吉尾      凛  菜
よ し お

       ちゃん  結 人
り な

       く
ん

ゆ い と

（3歳2か月・4歳11か月）
坂 内      駿 斗
ば ん な い

       く
ん 美 咲

は や と
       ちゃん

み さ き

（４歳０か月・１歳２か月）

�憲和さん・麻美さんの子�

み ん なの 伝 言 板

「ふまねっと」体験講習会のご案内
　ふまねっと運動は、５０�四方のマス目でできたネット
を床に敷き、踏まないようにゆっくり慎重に歩く運動で
す。健康づくり、元気づくりのため、参加しませんか。
日時　１０月１３日～３月８日の毎月第２木曜　１３時～１５時
場所　保健福祉総合センターかみん
講師　ＮＰＯ法人地域健康づくり支援会ワンツースリー
参加費　５００円（テキスト代、保険料含む）
持ち物　飲料水、タオル
定員　３０人
申込み・問合せ
　ふまねっとインストラクター　羽賀美代子
　��4341　携帯090-9513-0403
※９月３０日（金）までにお電話でお申込みください。

町民登山会

　上富良野十勝岳山岳会では、次の日程で町民登山会を
行います。
　ぜひご参加ください。
日時　１０月２日（日）　７時　役場集合・出発
場所　黄金山（増毛山地）
参加費　大人　１,０００円　子ども　５００円
申込締切　９月２２日（木）
※電話でお申込みくださ
　い。　
申込み・問合せ
　伊藤（十勝岳山岳会副
会長）
　��2554
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� 中央保育所 �

『たたき染めＴシャツ』 『たたき染めＴシャツ』
太  田        翔  生
お お た

      くん
し ょ う き

（平成17年生まれ）
関  寺        亜  弥        乃
せ き で ら

        ちゃん
あ や の

（平成17年生まれ）

エコ活動

　野菜の目標摂取量は１日３５０�以上です。国民健康・栄
養調査では、成人の１日の野菜摂取量は２９５.３�とやや少
ないのが現状です。メタボリックシンドロームや生活習
慣病の予防と改善のため、野菜をしっかりとりましょう。
�材料（４人分）

�作り方
�白菜はざく切り、にんじんは千切り、焼きちくわは輪
切り、油揚げは細切りにする。
�鍋にだし汁（又は和風だし）、しょう油、砂糖を入れ沸
騰させる。
��に�の材料を入れ、さっと煮るとでき上がり。
�栄養価
　エネルギー　40�　たんぱく質　2.3�    塩分　0.4�
　食物繊維　1.1�　
�メニューのポイント
　白菜は淡白で味がうすいため、
煮浸しをするときには油揚げの
ようなうま味のある材料を入れ
ると良いです。油揚げを生揚げ
に代えてもおいしいです。白菜を煮浸しにすると、本当
にビックリするくらい、かさが減り食べやすくなります。

ー簡単野菜料理の紹介ー簡単野菜料理の紹介ーー

『白菜の煮浸し』『白菜の煮浸し』

問合せ　　給食センター　��3829

限られたエネルギーを守る   ～エコ情報～
　8月5日に、町と北海道工業大学が地域連携協定を結び
ました。
　これは、町と大学の相互の人的・知的資源、施設及び情
報について、相互交流支援や効果的な活用を進め、緊密に
連携することにより、上富良野のまちづくりに活かすこと
と人材育成をめざすものです。
　具体的な実例としては、札幌市手稲区における「手稲夏
あかり」事業があります。
　大学と町との関わりは、昨年4月に保健福祉総合センタ
ーで行われた、「積雪寒冷地における未利用エネルギーの
セミナー」が縁となり始まりました。
　現在は、町営住宅の将来構想について研究を行っていま
す。
　これから、大学の協力により、皆さんの家庭から排出さ
れるCO2の排出量測定や自然エネルギーの利用について、
取り組みが行われていきます。

食育の食育の 推推進進

問合せ　町民生活課生活環境班　��６９８５

 ２�しょう油６０�白菜
０.５�砂糖１０�にんじん
７０�だし汁 ６�焼きちくわ

 ４�油揚げ
※だし汁が無いときは、和風だし0.3�と水70�で代用する。

締結後に握手を交わす向山町長と苫米地学長
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● 人のうごき ●

平成23年8月31日現在
(　)は前月比

( ＋ 4 )11,825人人 口

( ＋ 5 )5,965人男

( － １)５,860人女

( － 9 )5,318世帯世帯
　8月14日  上富良野町議会議員選挙投票会場
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住宅用火災警報器の設置はお済みですか

innffoorrmmaattiioonn 富良野広域連合
上富良野消防署��２１１９

署防消

町へ
◎菅原春一さん　　木製大型パズル１台

◎阿部ミヤ子さん（東川町）　　　３万円

社会福祉協議会へ
◎谷口和子さん　　　　　　　　１０万円

◎サッポロビールホップ会　　　２万円

たくさんの善意
ありがとうございました

東日本大震災への義援金合計
（8月18日現在）  

10,839,362円
　上富良野町では、東日本大震災の被災者
の皆様を支援するため、義援金の取り組み
を行っています。
　多くの町民の皆様のご支援とご協力を引
き続きお願いします。

〇日本赤十字上富良野分区
　（町からの３００万円含む）

内　
　

訳

5,154,100 円

〇共同募金送付分
　（募金箱、社会福祉協議会受付分）

5,685,262 円

　住宅用火災警報器が適切に機能するためには維持管理が重要です。いざ
というときに住宅用火災警報器がきちんと働くよう、日頃から点検とお手
入れをしておきましょう。
　また、住宅用火災警報器をまだ設置されていない場合は、早急に設置し
てください。

【住宅用火災警報器が汚れていたら】
　住宅用火災警報器にホコリなどが付くと火災を感知しにくくなります。
汚れた時は乾いた布でふき取りましょう。
【定期的に作動点検をしましょう】
　住宅用火災警報器本体から下がっている引きひもを引く、あるいはボタ
ンを押すなどで、定期的に作動点検をしましょう。
　メーカーや機種によって点検方法が異なることがありますので、取扱説
明書を確認してから点検してください。
【電池交換を忘れずに】
　住宅用火災警報器は、電池が切れそうになったとき、音や光で知らせて
くれる機能を有しています。電池が切れそうになったときは、電池交換を
行いましょう。
※電池寿命はメーカー、機種によって異なります。詳しくは取扱説明書を
確認してください。なお、最新機種の多くは、電池寿命は10年（通常使
用の場合）です。 
※住宅用火災警報器本体も、センサーなどの寿命により交換が必要になる
場合があります。10年を目安にしてください。詳しくは取扱説明書を
確認ください。

　その他、設置場所・方法に疑問や不安がある方は、消防署までお問合せ
ください。
上富良野消防署ホームページ　
   http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/hp/shoubou/shoboutop.html
問合せ　上富良野消防署指導係　��2119


